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1.　ベトナム拠点を中心とした協力協定締結施設と
　   その関連施設の人材育成・臨床技術の改善
	 	 	 	 国立研究開発法人	国立国際医療研究センター（NCGM）

【現地の状況やニーズなどの背景情報】
　これまで JICA 事業を通して、NCGM はバクマイ病院（BMH）に海外拠点（MCC）を、またチョーライ病院（CRH）
とも昨年協力協定（MOU）を締結し、研究事業を中心に協力を行ってきた。

【活動内容】
　両施設は JICA 事業を通して、NCGM に対する信頼、日本の医療技術に関する信用もある中で、NCGM は
BMH 及び CRH に対して特に臨床分野における協力を進める。その際、MCC の事務室スペースを確保し、協力
活動を円滑に行う。内容は、日本での研修やベトナム国内への専門家派遣を行い、分野は、看護管理・実務、
あるいは脳外科等がある。

【期待される成果や波及効果等】
　JICA の技術協力案件と相まって、日本の援助、技術等に関する認知度が高まることが期待される。
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所管

制度の改善、構築の提案

＜研修実施結果＞	
研修生受入れ 6 名 
専門家派遣 7 名
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事業実施状況	
活動	 6

月	
7
月	

8
月	

9
月	

10
月	

11
月	

12
月	

1
月	 人数・期間・場所	

1．日本人専門家によるチョーライ病
院・バクマイ病院現地調査・事業説
明・日程調整	

NCGM医師・看護師によるバクマイ病院・チョー
ライ病院訪問現地視察と臨床部門における研
修希望内容調査（1週間3名）	

2．本邦研修（看護）	
	

チョーライ病院より2名/2ヶ月	  
NCGMにおける看護管理、病棟管理・人材育成
（新人・学生）・人材管理・専門看護師の役割、	  
学会参加	

4．脳外科医師現地調整・技術指
導・フォローアップ	

NCGM2名（チョーライ病院にて5日間1名、3週
間1名）実症例の手術支援・講義・ハンズオンセ
ミナー開催	

3．本邦研修（脳外科医師）	 チョーライ病院2名（3週間）	  
脳外科学会参加	  
NCGMにてOJT（血管内治療、診断能力、診療
技術・手術）	

4．本邦研修(放射線科医師）	 バクマイ病院1名(2週間）	  
読影技術・画像診断・血管内治療・機材管理	

5．本邦研修(呼吸器内科医師）	 バクマイ病院1名(2週間）	  
気管支鏡診療技術	

6．看護技術指導	 NCGM看護師3名(チョーライ病院にて1週間）	  
看護管理、WOC看護師褥瘡予防・褥瘡、創傷
処置セミナー開催	  

チョーライ病院手術室 

チョーライ病院脳外科カンファレンス 

チョーライ病院脳外科ICU 脳外科研修生受け入れ 

チョーライ病院との協力（脳外科） 

＊

＊ WOC 看護師：（Wound, Ostomy, Continence）皮膚・排泄ケア認定看護師
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チョーライ病院副看護部長・看護師長本邦研修 

NCGM院内研修後輩育成参加 
NCGM院内研修医療安全参加 

NCGM教育委員会 

チョーライ病院褥瘡予防・創傷処置セミナー 

チョーライ病院看護管理セミナー 

副看護部長・WOC専門看護師派遣 

チョーライ病院幹部へのNCGM研修報告・
活動後報告 

病棟における人工肛門物品確認 
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放射線医師 チョーライ病院より 

放射線医（バクマイ病院） 

NCGM研修呼吸器内科・放射線科報告会 

他施設【日立メディコ社工場】視察 

放射線科・呼吸器内科（NCGM研修受け入れのみ） 

今後の課題 
• ベトナム2病院からの希望診療科の増加 

（現在実施診療科は除く） 

バクマイ病院：脳外科・血液内科・看護など 
チョーライ病院：小児心臓外科、血液内科、  

Oncology(放射線治療、化学療法）、  
病院管理など 

• 日本側からの希望診療科の増加（救急他） 
• 病院部での研修受け入れ体制の強化 
• 1回の受け入れ研修人数の拡大 

 




